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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】より向上した表示を行える画素、例えば、画素
内の漏洩電流を最小化することによって、フリッカー現
象のない所望の画像を表示する表示装置のための画素を
提供する。
【解決手段】本発明による画素は、有機発光ダイオード
ＯＬＥＤと、ゲート電極と接続された第１ノードＮ１の
電圧に対応して、第１電極と接続された第１電源から有
機発光ダイオードを経由して第２電源に供給される電流
量を制御する第１トランジスタＴ１と、第１ノードと第
１電源との間に接続されたストレージキャパシタＣｓｔ
と、データ線と第１トランジスタとの間に接続された第
２トランジスタＴ２と、第１ノードに接続された第１電
極と第１トランジスタの第２電極に接続された第２電極
を含む第３トランジスタＴ３と、第１ノードに接続され
た第１電極と第１トランジスタの第２電極に接続された
第２電極を含み、第１ノードに初期化電圧を伝達するた
めの第４トランジスタＴ４と、を有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードと、
　ゲート電極と接続された第１ノードの電圧に対応して、第１電極と接続された第１電源
から前記有機発光ダイオードを経由して第２電源に供給される電流量を制御する第１トラ
ンジスタと、
　前記第１ノードと前記第１電源との間に接続されたストレージキャパシタと、
　データ線と前記第１トランジスタとの間に接続された第２トランジスタと、
　前記第１ノードに接続された第１電極と前記第１トランジスタの第２電極に接続された
第２電極を含む第３トランジスタと、
　前記第１ノードに接続された第１電極と前記第１トランジスタの前記第２電極に接続さ
れた第２電極を含み、前記第１ノードに初期化電圧を伝達するための第４トランジスタと
、を有することを特徴とする画素。
【請求項２】
　前記有機発光ダイオードの第１電極に接続された第１電極と、前記初期化電圧を供給す
る電源に接続された第２電極と、を含む第７トランジスタをさらに有することを特徴とす
る請求項１に記載の画素。
【請求項３】
　前記第４トランジスタと前記第７トランジスタは同時にターンオンすることを特徴とす
る請求項２に記載の画素。
【請求項４】
　前記初期化電圧は、前記第７トランジスタ及び前記第４トランジスタを順次経由して前
記第１ノードに供給されることを特徴とする請求項３に記載の画素。
【請求項５】
　前記第１電源と前記第１トランジスタとの間に接続された第５トランジスタと、
　前記第４トランジスタの第２電極と前記第７トランジスタの第１電極との間に接続され
た第６トランジスタと、をさらに有し、
　前記第５トランジスタと前記第６トランジスタは順次にターンオフされることを特徴と
する請求項２に記載の画素。
【請求項６】
　前記第１電源と前記第１トランジスタとの間に接続された第５トランジスタと、
　前記第３トランジスタの第２電極と前記第４トランジスタの第２電極との間に接続され
た第６トランジスタと、をさらに有し、
　前記第５トランジスタ及び前記第６トランジスタは同時にターンオフされることを特徴
とする請求項２に記載の画素。
【請求項７】
　前記第１電源と前記第１トランジスタとの間に接続された第５トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードの第１電極との間に接続さ
れた第６トランジスタと、
　前記有機発光ダイオードの第１電極と前記初期化電圧を供給する初期化電源との間に接
続された第７トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記初期化電源との間に接続された第８トランジス
タと、をさらに有することを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項８】
　前記第４トランジスタ及び前記第８トランジスタは同時にターンオンすることを特徴と
する請求項７に記載の画素。
【請求項９】
　前記初期化電圧は、前記第８トランジスタ及び前記第４トランジスタを順次に経由して
前記第１ノードに供給されることを特徴とする請求項８に記載の画素。
【請求項１０】
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　有機発光ダイオードと、
　第１ノードの電圧に対応して第１電極と接続された第１電源から前記有機発光ダイオー
ドを経由して第２電源に供給される電流量を制御する第１トランジスタと、
　データ線の内のいずれか一つのデータ線と前記第１トランジスタとの間に接続される第
２トランジスタと、
　前記第１ノードに接続された第１電極及び前記第１トランジスタの前記第１電極又は第
２電極に接続された第２電極を含む第３トランジスタと、
　前記第３トランジスタの第２電極に接続された第１電極及び初期化電源と接続された第
２電極を含む第４トランジスタと、を有することを特徴とする画素。
【請求項１１】
　前記第１電源と前記第１トランジスタとの間に接続された第５トランジスタと、
　前記第１トランジスタと前記有機発光ダイオードの第１電極との間に接続された第６ト
ランジスタと、をさらに有することを特徴とする請求項１０に記載の画素。
【請求項１２】
　前記第５トランジスタと前記第６トランジスタは同時にターンオンすることを特徴とす
る請求項１１に記載の画素。
【請求項１３】
　前記有機発光ダイオードの第１電極に接続された第１電極と、前記初期化電源に接続さ
れた第２電極と、を含む第７トランジスタをさらに有することを特徴とする請求項１２に
記載の画素。
【請求項１４】
　前記第４トランジスタのゲート電極と前記第７トランジスタのゲート電極とが互いに接
続されることを特徴とする請求項１３に記載の画素。
【請求項１５】
　前記第１トランジスタの第１電極に前記第２トランジスタが接続され、前記第１トラン
ジスタの第２電極に前記第３トランジスタが接続されることを特徴とする請求項１３に記
載の画素。
【請求項１６】
　前記第１トランジスタの第１電極に前記第３トランジスタが接続され、前記第１トラン
ジスタの第２電極に前記第２トランジスタが接続されることを特徴とする請求項１３に記
載の画素。
【請求項１７】
　前記第５トランジスタと前記第６トランジスタは順次にターンオフされることを特徴と
する請求項１１に記載の画素。
【請求項１８】
　前記第３トランジスタのターンオン期間と前記第４トランジスタのターンオン期間とは
互いに重複することを特徴とする請求項１０に記載の画素。
 

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画素及びこれを含む有機発光表示装置に関し、特に、画素内の漏洩電流を最小
化してフリッカー現象を起こさない画素及びこれを含む有機発光表示装置に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生する有機発光ダイオードを
利用して画像を表示するものであって、これは速い応答速度を有すると共に鮮明な画像を
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表示できるという長所がある。
【０００３】
　一般に、有機発光表示装置は駆動トランジスタと有機発光ダイオードを含む複数の画素
を具備し、各画素は駆動トランジスタを利用して有機発光ダイオードに供給される電流量
を制御することによって該当階調を表現することができる。
　現行の有機発光表示装置においては、より向上した表示を行うという課題が存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】大韓民国公開特許第２００９－０１３６２１４号公報
【特許文献２】大韓民国公開特許第２００３－００８５８５２号公報
【特許文献３】大韓民国公開特許第２００９－０１２１３９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記従来の有機発光表示装置における課題点に鑑みてなされたものであって、
本発明の目的は、より向上した表示を行える画素、例えば、画素内の漏洩電流を最小化す
ることによって、フリッカー現象のない所望の画像を表示する表示装置のための画素を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するためになされた本発明による画素は、有機発光ダイオードと、ゲー
ト電極と接続された第１ノードの電圧に対応して、第１電極と接続された第１電源から前
記有機発光ダイオードを経由して第２電源に供給される電流量を制御する第１トランジス
タと、前記第１ノードと前記第１電源との間に接続されたストレージキャパシタと、デー
タ線と前記第１トランジスタとの間に接続された第２トランジスタと、前記第１ノードに
接続された第１電極と前記第１トランジスタの第２電極に接続された第２電極を含む第３
トランジスタと、前記第１ノードに接続された第１電極と前記第１トランジスタの前記第
２電極に接続された第２電極を含み、前記第１ノードに初期化電圧を伝達するための第４
トランジスタと、を有することを特徴とする。
【０００７】
　前記有機発光ダイオードの第１電極に接続された第１電極と、前記初期化電圧を供給す
る電源に接続された第２電極と、を含む第７トランジスタをさらに有することが好ましい
。
　前記第４トランジスタと前記第７トランジスタは同時にターンオンすることが好ましい
。
　前記初期化電圧は、前記第７トランジスタ及び前記第４トランジスタを順次経由して前
記第１ノードに供給されることが好ましい。
【０００８】
　前記第１電源と前記第１トランジスタとの間に接続された第５トランジスタと、前記第
４トランジスタの第２電極と前記第７トランジスタの第１電極との間に接続された第６ト
ランジスタと、をさらに有し、前記第５トランジスタと前記第６トランジスタは順次にタ
ーンオフされることが好ましい。
　前記第１電源と前記第１トランジスタとの間に接続された第５トランジスタと、前記第
３トランジスタの第２電極と前記第４トランジスタの第２電極との間に接続された第６ト
ランジスタと、をさらに有し、前記第５トランジスタ及び前記第６トランジスタは同時に
ターンオフされることが好ましい。
　前記第１電源と前記第１トランジスタとの間に接続された第５トランジスタと、前記第
１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードの第１電極との間に接続された第６
トランジスタと、前記有機発光ダイオードの第１電極と前記初期化電圧を供給する初期化
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電源との間に接続された第７トランジスタと、前記第１トランジスタの第２電極と前記初
期化電源との間に接続された第８トランジスタと、をさらに有することが好ましい。
　前記第４トランジスタ及び前記第８トランジスタは同時にターンオンすることが好まし
い。
　前記初期化電圧は、前記第８トランジスタ及び前記第４トランジスタを順次に経由して
前記第１ノードに供給されることが好ましい。
【０００９】
　また、上記目的を達成するためになされた本発明による画素は、有機発光ダイオードと
、第１ノードの電圧に対応して第１電極と接続された第１電源から前記有機発光ダイオー
ドを経由して第２電源に供給される電流量を制御する第１トランジスタと、データ線の内
のいずれか一つのデータ線と前記第１トランジスタとの間に接続される第２トランジスタ
と、前記第１ノードに接続された第１電極及び前記第１トランジスタの前記第１電極又は
第２電極に接続された第２電極を含む第３トランジスタと、前記第３トランジスタの第２
電極に接続された第１電極及び初期化電源と接続された第２電極を含む第４トランジスタ
と、を有することを特徴とする。
【００１０】
　前記第１電源と前記第１トランジスタとの間に接続された第５トランジスタと、前記第
１トランジスタと前記有機発光ダイオードの第１電極との間に接続された第６トランジス
タと、をさらに有することが好ましい。
　前記第５トランジスタと前記第６トランジスタは同時にターンオンすることが好ましい
。
　前記有機発光ダイオードの第１電極に接続された第１電極と、前記初期化電源に接続さ
れた第２電極と、を含む第７トランジスタをさらに有することが好ましい。
　前記第４トランジスタのゲート電極と前記第７トランジスタのゲート電極とが互いに接
続されることが好ましい。
　前記第１トランジスタの第１電極に前記第２トランジスタが接続され、前記第１トラン
ジスタの第２電極に前記第３トランジスタが接続されることが好ましい。
　前記第１トランジスタの第１電極に前記第３トランジスタが接続され、前記第１トラン
ジスタの第２電極に前記第２トランジスタが接続されることが好ましい。
　前記第５トランジスタと前記第６トランジスタは順次にターンオフされることが好まし
い。
　前記第３トランジスタのターンオン期間と前記第４トランジスタのターンオン期間とは
互いに重複することが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る表示装置のための画素によれば、画素内の漏洩電流を最小化してフリッカ
ー現象のない所望の画像を表示する表示装置を提供することができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態による表示装置の構成を概略的に示すブロック図である。
【図２】図１に示した画素の一実施形態を示す回路図である。
【図３】図１に示した駆動部から出力される信号の出力タイミングを説明するための波形
図である。
【図４】図１に示した画素の他の実施形態を示す回路図である。
【図５】図１に示した画素のさらに他の実施形態を示す回路図である。
【図６】本発明の他の実施形態による表示装置の構成を概略的に示すブロック図である。
【図７】図６に示した画素の一実施形態を示す回路図である。
【図８】図６に示した駆動部から出力される信号の出力タイミングを説明するための波形
図である。
【図９】図６に示した画素の他の実施形態を示す回路図である。
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【図１０】図６に示した画素のさらに他の実施形態を示す回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、本発明に係る表示装置のための画素を実施するための形態の具体例を図面を参照
しながら説明する。
【００１４】
　本発明の利点及び特徴、そしてそれらを達成する方法は、添付した図面と共に詳細に後
述されている実施形態を参照すると明確となるはずである。
　しかし、本発明は以下で開示する実施形態に限定されず、互いに異なる多様な形態で具
現され得、以下の説明において、ある部分が他の部分と連結されているとする時、これは
直接的に接続されている場合だけでなく、その中間に他の素子を挟んで電気的に接続され
ている場合も含む。
　また、図面において本発明と関わらない部分は本発明の説明を明確にするために省略し
たのであり、明細書全体を通じて類似する部分については同じ図面符号を付した。
【００１５】
　以下、本発明の実施形態と関連した図面を参照して、本発明の実施形態による画素、画
素の駆動方法及び画素を含む有機発光表示装置について説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置の構成を概略的に示すブロック図
である。
　図１を参照すると、本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、画素部１００、第
１走査駆動部２１０ａ、第２走査駆動部２１０ｂ、発光駆動部２２０、データ駆動部２３
０及びタイミング制御部２５０を含む。
【００１７】
　タイミング制御部２５０は、外部から入力された信号に基づいて走査駆動制御信号（Ｓ
ＣＳ１、ＳＣＳ２）、データ駆動制御信号ＤＣＳ及び発光駆動制御信号ＥＣＳを生成する
。
　タイミング制御部２５０で生成された走査駆動制御信号（ＳＣＳ１、ＳＣＳ２）は走査
駆動部２１０ａ、２１０ｂに供給され、データ駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部２３０
に供給され、発光駆動制御信号ＥＣＳは発光駆動部２２０に供給される。
【００１８】
　走査駆動制御信号（ＳＣＳ１、ＳＣＳ２）と発光駆動制御信号ＥＣＳは、それぞれ少な
くとも一つのクロック信号とスタートパルスを含むことができる。
　スタートパルスは、最初の走査信号又は最初の発光制御信号のタイミングを制御する。
　クロック信号はスタートパルスをシフトさせるために用いられ得る。
【００１９】
　データ駆動制御信号ＤＣＳにはソーススタートパルス及びクロック信号が含まれ得る。
　ソーススタートパルスはデータのサンプリング開始時点を制御し、クロック信号はサン
プリング動作を制御するために用いられる。
【００２０】
　第１走査駆動部２１０ａは、第１走査駆動制御信号ＳＣＳ１に対応して第１走査線（Ｓ
１１～Ｓ１ｎ）に第１走査信号を供給する。
　例えば、第１走査駆動部２１０ａは第１走査線（Ｓ１１～Ｓ１ｎ）に第１走査信号を順
次に供給する。
　第１走査線（Ｓ１１～Ｓ１ｎ）に第１走査信号が順次に供給されると、画素ＰＸＬが水
平ライン単位で選択される。
　このために第１走査信号は画素ＰＸＬに含まれたトランジスタがターンオンするように
ゲートオン電圧（例えば、ローレベルの電圧）に設定される。
【００２１】
　第２走査駆動部２１０ｂは、第２走査駆動制御信号ＳＣＳ２に対応して第２走査線（Ｓ
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２１～Ｓ２ｎ）に第２走査信号を供給する。
　一例として、第２走査駆動部２１０ｂは第２走査線（Ｓ２１～Ｓ２ｎ）に第２走査信号
を順次に供給する。
　第２走査信号は画素ＰＸＬに含まれたトランジスタがターンオンするようにゲートオン
電圧（例えば、ローレベルの電圧）に設定される。
【００２２】
　データ駆動部２３０は、データ駆動制御信号ＤＣＳに対応してデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）
にデータ信号を供給する。
　データ線（Ｄ１～Ｄｍ）に供給されたデータ信号は、第１走査信号によって選択された
画素ＰＸＬに供給される。
　このために、データ駆動部２３０は第１走査信号と同期するようにデータ線（Ｄ１～Ｄ
ｍ）にデータ信号を供給する。
【００２３】
　発光駆動部２２０は、発光駆動制御信号ＥＣＳに対応して発光制御線（Ｅ１～Ｅｎ）に
発光制御信号を供給する。
　一例として、発光駆動部２２０は、発光制御線（Ｅ１～Ｅｎ）に発光制御信号を順次に
供給する。
　発光制御線（Ｅ１～Ｅｎ）に発光制御信号が順次に供給されると、画素ＰＸＬが水平ラ
イン単位で非発光状態にされる。
　このために、発光制御信号は画素ＰＸＬに含まれたトランジスタがターンオフされるよ
うにゲートオフ電圧（例えば、ハイレバルの電圧）に設定される。
【００２４】
　一方、図１では走査駆動部２１０ａ、２１０ｂ及び発光駆動部２２０が別個の構成のも
のとして示したが、本発明はこれに限定されない。
　例えば、走査駆動部２１０ａ、２１０ｂ及び発光駆動部２２０は一つの駆動部で形成さ
れ得る。
　また、走査駆動部２１０ａ、２１０ｂ及び／又は発光駆動部２２０は、薄膜工程を通じ
て基板に実装され得る。
　また、走査駆動部２１０ａ、２１０ｂ及び／又は発光駆動部２２０は、画素部１００を
挟んで両側に位置され得る。
【００２５】
　画素部１００は、データ線（Ｄ１～Ｄｍ）、走査線（Ｓ１１～Ｓ１ｎ、Ｓ２１～Ｓ２ｎ
）及び発光制御線（Ｅ１～Ｅｎ）と接続される複数の画素ＰＸＬを含む。
　画素ＰＸＬは、外部から初期化電源Ｖｉｎｔ、第１電源ＥＬＶＤＤ、及び第２電源ＥＬ
ＶＳＳの供給を受ける。
【００２６】
　画素ＰＸＬのそれぞれは、自身と接続された第１走査線（Ｓ１１～Ｓ１ｎ）に走査信号
が供給される時に選択されてデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）からデータ信号の供給を受ける。
　データ信号が供給された画素ＰＸＬは、データ信号に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから
有機発光ダイオード（図示されず）を経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御
する。
　この時、有機発光ダイオードは電流量に対応して所定の輝度の光を生成することができ
る。
　さらに、第１電源ＥＬＶＤＤは第２電源ＥＬＶＳＳよりも高い電圧に設定され得る。
【００２７】
　一方、図１では画素ＰＸＬが一つの第１走査線Ｓ１ｉ、一つの第２走査線Ｓ２ｉ、一つ
のデータ線Ｄ１ｊ及び一つの発光制御線Ｅｉに接続されるものとして示したが、本発明は
これに限定されない。
　換言すると、画素ＰＸＬの回路構造に対応して、画素ＰＸＬに接続される走査線（Ｓ１
１～Ｓ１ｎ、Ｓ２１～Ｓ２ｎ）の数は複数でもよく、発光制御線（Ｅ１～Ｅｎ）の数も複
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数でもよい。
【００２８】
　また、場合により画素ＰＸＬは、第１走査線（Ｓ１１～Ｓ１ｎ）及びデータ線（Ｄ１～
Ｄｍ）にのみ接続されてもよい。
　この場合、第２走査線Ｓ２１～Ｓ２ｎを駆動するための第２走査駆動部２１０ｂ、発光
制御線（Ｅ１～Ｅｎ）、及び発光制御線（Ｅ１～Ｅｎ）を駆動するための発光駆動部２２
０は除去され得る。
【００２９】
　図２は、本発明の一実施形態による画素を示す回路図である。
　図２では説明の便宜性のために、ｉ番目の水平ラインに位置し、ｊ番目のデータ線Ｄｊ
と接続された画素ＰＸＬを示す。
　図２を参照すると、本発明の一実施形態による画素ＰＸＬは、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素回路３１
０を含む。
【００３０】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路３１０に接続され、カソード電
極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。
　このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素回路３１０から供給される電流量に対
応して所定の輝度の光を生成する。
　画素回路３１０は、データ信号に、対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。
　このために、画素回路３１０は、第１トランジスタＴ１～第７トランジスタＴ７、及び
ストレージキャパシタＣｓｔを具備する。
【００３１】
　第７トランジスタＴ７は、初期化電源Ｖｉｎｔと前記有機発光ダイオードＯＬＥＤのア
ノードとの間に接続される。
　具体的には、第７トランジスタＴ７の第１電極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノ
ード電極に接続され、第７トランジスタＴ７の第２電極は、初期化電源Ｖｉｎｔの供給先
に接続される。
　そして、第７トランジスタＴ７のゲート電極は（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－
１）に接続される。
　第７トランジスタＴ７は、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－１）に第１走査信号
が供給された時にターンオンされて、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧を有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤのアノードに供給する。
　ここで、初期化電源Ｖｉｎｔは、データ信号よりも低い電圧に設定され得る。
【００３２】
　第６トランジスタＴ６は、第１トランジスタＴ１と有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間
に接続される。
　具体的には、第６トランジスタＴ６の第２電極は、第１トランジスタＴ１の第２電極と
接続され、第６トランジスタＴ６の第１電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電
極及び第７トランジスタＴ７の第１電極の共通ノードに接続される。
　そして、第６トランジスタＴ６のゲート電極は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに接続される
。
　第６トランジスタＴ６は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号が供給された時にタ
ーンオフされ、その他の場合にターンオンされる。
【００３３】
　第５トランジスタＴ５は、第１電源ＥＬＶＤＤと第１トランジスタＴ１との間に接続さ
れる。
　具体的には、第５トランジスタＴ５の第１電極は、第１トランジスタＴ１の第１電極と
接続され、第５トランジスタＴ５の第２電極は第１電源ＥＬＶＤＤの供給先と接続される
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。
　そして、第５トランジスタＴ５のゲート電極は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに接続される
。
　第５トランジスタＴ５は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号が供給された時にタ
ーンオフされ、その他の場合にターンオンされる。
【００３４】
　第１トランジスタ（Ｔ１；駆動トランジスタ）の第１電極は、第５トランジスタＴ５を
経由して第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は前記第６トランジスタＴ６を経由し
て有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノードに接続される。
　そして、第１トランジスタＴ１のゲート電極は、第１ノードＮ１に接続される。
　第１トランジスタＴ１は、第１ノードＮ１の電圧に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから
有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御するこ
とができる。
【００３５】
　第３トランジスタＴ３は、第１トランジスタＴ１の第２電極と第１ノードＮ１との間に
接続される。
　そして、第３トランジスタＴ３のゲート電極は、ｉ番目の第２走査線Ｓ２ｉに接続され
る。
　第３トランジスタＴ３は、ｉ番目の第２走査線Ｓ２ｉに走査信号が供給された時にター
ンオンされて、第１トランジスタＴ１の第２電極と第１ノードＮ１を電気的に接続させる
。
　したがって、第３トランジスタＴ３がターンオンする時に第１トランジスタＴ１はダイ
オードの形態で接続され得る。
【００３６】
　第４トランジスタＴ４は、第１トランジスタＴ１の第２電極と初期化電源Ｖｉｎｔとの
間に接続される。
　具体的には、第４トランジスタＴ４の第１電極は、初期化電源Ｖｉｎｔの供給先と接続
され、第４トランジスタＴ４の第２電極は、第１トランジスタＴ１の第２電極と接続され
る。
　そして、第４トランジスタＴ４のゲート電極は（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－
１）に接続される。
　第４トランジスタＴ４は、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－１）に走査信号が供
給された時にターンオンされて、第１ノードＮ１に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧を供給する
。
【００３７】
　第２トランジスタＴ２は、ｊ番目のデータ線Ｄｊと第１トランジスタＴ１の第１電極と
の間に接続される。
　そして、第２トランジスタＴ２のゲート電極は、ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに接続され
る。
　第２トランジスタＴ２は、ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに走査信号が供給された時にター
ンオンされて、ｊ番目のデータ線Ｄｊと第１トランジスタＴ１の第１電極を電気的に接続
させる。
【００３８】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１との間に接続さ
れる。
　ストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号及び第１トランジスタＴ１のしきい電圧に
対応する電圧を貯蔵することができる。
【００３９】
　図３は、図１に示した駆動部から出力される信号の出力タイミングを説明するための波
形図である。
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　図３を参照すると、第１走査信号（Ｇ１１～Ｇ１ｎ）が順次に出力される。
　それぞれの第１走査信号（Ｇ１１～Ｇ１ｎ）は、同じ幅Ｗ１を有する。
　ここで「走査信号の幅」とは、図面に示した波形でローレベルの信号が供給される時間
を意味する。
【００４０】
　次に、第２走査信号（Ｇ２１～Ｇ２ｎ）が順次に出力される。
　それぞれの第２走査信号（Ｇ２１～Ｇ２ｎ）は同じ幅Ｗ２を有する。
　第２走査信号（Ｇ２１～Ｇ２ｎ）の幅Ｗ２は、第１走査信号（Ｇ１１～Ｇ１ｎ）の幅Ｗ
１よりも大きくてもよい。
　例えば、一つの第２走査信号Ｇ２ｉは、連続した二つの第１走査信号（Ｇ１（ｉ－１）
、Ｇ１ｉ）と重複し得る。
【００４１】
　次に、発光制御信号（Ｆ１～Ｆｎ）が順次に出力される。
　それぞれの発光制御信号（Ｆ１～Ｆｎ）は同じ幅を有し得る。
　この時、発光制御信号（Ｆ１～Ｆｎ）の幅は、第１走査信号（Ｇ１１～Ｇ１ｎ）の幅よ
り大きくてもよい。
　また、いずれか一つの発光制御信号Ｆｉは、いずれか一つの第１走査信号Ｇ１ｉと重な
るように供給され得る。
　一方、ここで「発光制御信号の幅」とは、図面に示した波形でハイレバルの信号が供給
される時間を意味する。
【００４２】
　以下では、図２及び図３を参照して図２に示した画素ＰＸＬの駆動方法を説明する。
　まず、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号Ｆｉが供給される。
　ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号Ｆｉが供給されると、第５トランジスタＴ５及
び第６トランジスタＴ６がターンオフされる。
　この時、画素ＰＸＬは非発光状態に設定される。
【００４３】
　以後、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－１）に第１走査信号Ｇ１（ｉ－１）が供
給され、同時にｉ番目の第２走査線Ｓ２ｉに第２走査信号Ｇ２ｉが供給される。
　これにより第３トランジスタＴ３、第４トランジスタＴ４、及び第７トランジスタＴ７
がターンオンする。
【００４４】
第７トランジスタＴ７がターンオンすると、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤのアノード電極に供給される。
　したがって、有機発光ダイオードＯＬＥＤに寄生的に形成された寄生キャパシタが放電
され、これに伴い、ブラック表現能力を向上させることができる。
【００４５】
　また、第３トランジスタＴ３及び第４トランジスタＴ４が同時にターンオンすると、初
期化電源Ｖｉｎｔの電圧が第１ノードＮ１に供給される。
　そうすると、第１ノードＮ１は、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化される。
　第１ノードＮ１が初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化されると、ｉ番目の第１走査線Ｓ
１ｉに第１走査信号Ｇ１ｉが供給される。
　ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに第１走査信号Ｇ１ｉが供給されると、第２トランジスタＴ
２がターンオンする。
【００４６】
　第２走査信号Ｇ２ｉが供給される時間は第１走査信号Ｇ１ｉが供給される時間より長く
てもよい。
　具体的には、ｉ番目の第２走査信号Ｇ２ｉは（ｉ－１）番目の第１走査信号Ｇ１（ｉ－
１）及びｉ番目の第１走査信号Ｇ１ｉと重なり得る。
　したがって、ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに第１走査信号Ｇ１ｉが供給される間、第３ト
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ランジスタＴ３は依然としてターンオン状態を維持することができる。
【００４７】
　第３トランジスタＴ３がターンオン状態の時、第１トランジスタＴ１はダイオードの形
態で接続される。
　第２トランジスタＴ２がターンオン状態の時、ｊ番目のデータ線Ｄｊからのデータ信号
が第１トランジスタＴ１の第１電極に供給される。
　この時、第１ノードＮ１がデータ信号よりも低い初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化さ
れたため、第１トランジスタＴ１がターンオンされる。
　第１トランジスタＴ１がターンオンすると、データ信号から第１トランジスタＴ１のし
きい電圧を差し引いた電圧が第１ノードＮ１に印加される。
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１ノードＮ１に印加されたデータ信号及び第１トラ
ンジスタＴ１のしきい電圧に対応する電圧を貯蔵する。
　以後、ｉ番目の発光制御線Ｅｉへの発光制御信号Ｆｉの供給が中断される。
【００４８】
　ｉ番目の発光制御線Ｅｉへの発光制御信号Ｆｉの供給が中断されると、第５トランジス
タＴ５及び第６トランジスタＴ６がターンオンする。
　そうすると、第１電源ＥＬＶＤＤから第５トランジスタＴ５、第１トランジスタＴ１、
第６トランジスタＴ６、及び有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳ
に続く電流経路が形成される。
　この時、第１トランジスタＴ１は、第１ノードＮ１の電圧に対応して第１電源ＥＬＶＤ
Ｄから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御
する。
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第１トランジスタＴ１から供給される電流量に対応し
て所定の輝度の光を生成する。
　実際に、画素ＰＸＬは上述した工程を繰り返して所定の輝度の光を生成することができ
る。
【００４９】
　ｉ番目の発光制御線Ｅｉに供給される発光制御信号Ｆｉは、データ信号が画素ＰＸＬに
充電される期間の間、画素ＰＸＬが非発光状態に設定されるように、少なくともｉ番目の
第１走査信号Ｇｉｌと重なるように供給される。
　このような発光制御信号Ｆｉの供給タイミングは多様な形態に変化され得る。
【００５０】
　本実施形態による画素回路３１０の構造とは異なり、従来技術による画素回路では、第
４トランジスタの第１電極が第３トランジスタの第１電極と接続され、第４トランジスタ
の第２電極が初期化電源と接続されるように接続される。
　この場合、駆動トランジスタのゲート電極とストレージキャパシタの共通ノード（第１
ノード）から第４トランジスタを経由して初期化電源までの漏洩電流経路が形成され、第
１ノードから第３トランジスタを経由して有機発光ダイオードのアノード電極までの漏洩
電流経路が形成される。
【００５１】
　漏洩電流によって第１ノードの電圧が変化すると、画面上にフリッカーが視認され、こ
のような問題点は、特に有機発光表示装置が低周波数（例えば、１Ｈｚ）で駆動する場合
に目立って現れる。
　しかしながら、本発明の一実施形態による画素回路３１０では、第４トランジスタＴ４
を経て初期化電源Ｖｉｎｔに達するまでの漏洩電流経路を除去することによって、上述し
た問題点を解決することができる。
【００５２】
　図４は、図１に示した画素の他の実施形態を示す回路図である。
　図４では説明の便宜性のために、ｉ番目の水平ラインに位置し、ｊ番目のデータ線Ｄｊ
と接続された画素ＰＸＬを示す。
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　また、図４では、上述した実施形態（例えば、図２に示した画素回路３１０）と比較し
て変更された部分を中心に説明を進め、上述した実施形態と重複する部分については説明
を省略する。
【００５３】
　図４を参照すると、本発明の実施形態による画素ＰＸＬは、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素回路３２０
を含む。
　画素回路３２０は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するために
、第１トランジスタＴ１～第７トランジスタＴ７、及びストレージキャパシタＣｓｔを具
備する。
【００５４】
　第７トランジスタＴ７は、初期化電源Ｖｉｎｔと有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノー
ド電極との間に接続される。
　そして、第７トランジスタＴ７のゲート電極は（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－
１）に接続される。
　第７トランジスタＴ７は、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－１）に第１走査信号
が供給された時にターンオンされて、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧を有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤのアノード電極に供給する。
【００５５】
　第６トランジスタＴ６は、第１トランジスタＴ１と有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間
に接続される。
　そして、第６トランジスタＴ６のゲート電極は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに接続される
。
　第６トランジスタＴ６は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号が供給された時にタ
ーンオフされ、その他の場合にターンオンされる。
【００５６】
　第５トランジスタＴ５は、第１電源ＥＬＶＤＤと第１トランジスタＴ１との間に接続さ
れる。
　そして、第５トランジスタＴ５のゲート電極は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに接続される
。
　第５トランジスタＴ５は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号が供給された時にタ
ーンオフされ、その他の場合にターンオンされる。
【００５７】
　第１トランジスタＴ１の第１電極は、第５トランジスタＴ５を経由して第１電源ＥＬＶ
ＤＤに接続され、第２電極は第６トランジスタＴ６を経由して有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄのアノードに接続される。
　そして、第１トランジスタＴ１のゲート電極は、第１ノードＮ１に接続される。
　第１トランジスタＴ１は、第１ノードＮ１の電圧に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから
有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。
【００５８】
　第３トランジスタＴ３は、第１トランジスタＴ１の第１電極と第１ノードＮ１との間に
接続される。
　具体的には、第３トランジスタＴ３の第１電極は第１ノードＮ１に接続され、第３トラ
ンジスタＴ３の第２電極は第１トランジスタＴ１の第１電極に接続される。
　第２トランジスタＴ２及び第３トランジスタＴ３が同時にターンオンすると、ｍ番目の
データ線Ｄｍからのデータ信号が第１トランジスタＴ１の第２電極に供給される。
【００５９】
　第４トランジスタＴ４は、第１トランジスタＴ１の第１電極（又は第３トランジスタＴ
３の第２電極及び第５トランジスタＴ５の第１電極の共通ノード）と初期化電源Ｖｉｎｔ
との間に接続される。
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　具体的には、第４トランジスタＴ４の第１電極は、初期化電源Ｖｉｎｔの供給先と接続
され、第４トランジスタＴ４の第２電極は、第１トランジスタＴ１の第１電極と接続され
る。
　そして、第４トランジスタＴ４のゲート電極は、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ
－１）に接続される。
　第４トランジスタＴ４は、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－１）に第１走査信号
が供給された時にターンオンされて、第１ノードＮ１に初期化電源Ｖｉｎｔの電圧を供給
する。
【００６０】
　第２トランジスタＴ２は、ｊ番目のデータ線Ｄｊと第１トランジスタＴ１の第１電極と
の間に接続される。
　そして、第２トランジスタＴ２のゲート電極は、ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに接続され
る。
　第２トランジスタＴ２は、ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに第１走査信号が供給された時に
ターンオンされて、ｊ番目のデータ線Ｄｊと第１トランジスタＴ１の第１電極を電気的に
接続させる。
【００６１】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１との間に接続さ
れる。
　ストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号及び第１トランジスタＴ１のしきい電圧に
対応する電圧を貯蔵する。
【００６２】
　図４に示した画素（ＰＸＬ、画素回路３２０含む）には図３に示した信号（Ｇ１１～Ｇ
１ｎ、Ｇ２１～Ｇ２ｎ、Ｆ１～Ｆｎ）が供給され、図２に示した画素（ＰＸＬ、画素回路
３１０含む）と同じ順序により駆動する。
【００６３】
　本実施形態による画素回路３２０の構造とは異なり、従来技術による画素回路では第４
トランジスタの第１電極が第１トランジスタのゲート電極と接続され、第４トランジスタ
の第２電極が初期化電源と接続されるように接続される。
　この場合、第１トランジスタのゲート電極とストレージキャパシタの第２電極の共通ノ
ード（第１ノード）から第４トランジスタを経由して初期化電源までの漏洩電流経路が形
成され、第１電源から第３トランジスタを経由して第１ノードまでの漏洩電流経路が形成
される。
　漏洩電流によって第１ノードの電圧が変化すると、画面上にフリッカーが視認され、こ
のような問題点は特に表示装置が低周波数（例えば、１Ｈｚ）で駆動する場合に目立って
現れる。
　しかしながら、本発明の実施形態による画素回路３２０では、第４トランジスタＴ４を
経て初期化電源Ｖｉｎｔに達するまでの漏洩電流経路を除去することによって、上述した
問題点を解決することができる。
【００６４】
　図５は、図１に示した画素のさらに他の実施形態を示す回路図である。
　図５では説明の便宜性のために、ｉ番目の水平ラインに位置し、ｍ番目のデータ線Ｄｍ
と接続された画素ＰＸＬを示す。
　また、図５では上述した実施形態（例えば図２に示した画素回路３１０）と比較して変
更された部分を中心に説明を進め、上述した実施形態と重複する部分については説明を省
略する。
　これに伴い、ここでは第４トランジスタと他のトランジスタとの接続関係を中心に説明
を進行する。
【００６５】
　図５を参照すると、本発明のさらに他の実施形態による画素ＰＸＬは、有機発光ダイオ
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ードＯＬＥＤと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素
回路３３０を含む。
　画素回路３３０は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するために
、第１トランジスタＴ１～第６トランジスタＴ６、及びストレージキャパシタＣｓｔを具
備する。
【００６６】
　第６トランジスタＴ６は、第１トランジスタＴ１と有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間
に接続される。
　そして、第６トランジスタＴ６ゲート電極は、（ｉ＋１）番目の発光制御線Ｅ（ｉ＋１
）に接続される。
　第６トランジスタＴ６は、（ｉ＋１）番目の発光制御線Ｅ（ｉ＋１）に発光制御信号が
供給される時にターンオフされ、その他の場合にターンオンされる。
【００６７】
　第５トランジスタＴ５は、第１電源ＥＬＶＤＤと第１トランジスタＴ１との間に接続さ
れる。
　そして、第５トランジスタＴ５のゲート電極は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに接続される
。
　第５トランジスタＴ５は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号が供給された時にタ
ーンオフされ、その他の場合にターンオンされる。
【００６８】
　第１トランジスタＴ１の第１電極は、第５トランジスタＴ５を経由して第１電源ＥＬＶ
ＤＤに接続され、第２電極は、第６トランジスタＴ６を経由して有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤのアノードに接続される。
　そして、第１トランジスタＴ１のゲート電極は、第１ノードＮ１に接続される。
　第１トランジスタＴ１は、第１ノードＮ１の電圧に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから
有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。
【００６９】
　第３トランジスタＴ３は、第１トランジスタＴ１の第２電極と第１ノードＮ１との間に
接続される。
　そして、第３トランジスタＴ３のゲート電極は、ｉ番目の第２走査線Ｓ２ｉに接続され
る。
　第３トランジスタＴ３は、ｉ番目の第２走査線Ｓ２ｉに走査信号が供給された時にター
ンオンされて、第１トランジスタＴ１の第２電極と第１ノードＮ１を電気的に接続させる
。
　したがって、第３トランジスタＴ３がターンオンする時に第１トランジスタＴ１はダイ
オードの形態で接続される。
【００７０】
　第４トランジスタＴ４は、初期化電源Ｖｉｎｔと有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノー
ド間に接続される。
　具体的には、第４トランジスタＴ４の第１電極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノ
ード電極に接続され、第４トランジスタＴ４の第２電極は、初期化電源Ｖｉｎｔの供給先
に接続される。
　そして、第４トランジスタＴ４のゲート電極は、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ
－１）に接続される。
　第４トランジスタＴ４は、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－１）に第１走査信号
が供給された時にターンオンされて、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧を有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤのアノード及び第１ノードＮ１に供給する。
【００７１】
　第２トランジスタＴ２は、ｊ番目のデータ線Ｄｊと第１トランジスタＴ１の第１電極と
の間に接続される。
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　そして、第２トランジスタＴ２のゲート電極は、ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに接続され
る。
　第２トランジスタＴ２は、ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに第１走査信号が供給された時に
ターンオンされて、ｊ番目のデータ線Ｄｊと第１トランジスタＴ１の第１電極を電気的に
接続させる。
【００７２】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１との間に接続さ
れる。
　ストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号及び第１トランジスタＴ１のしきい電圧に
対応する電圧を貯蔵する。
【００７３】
　以下では、図３も参照して、図５に示した画素ＰＸＬの駆動方法を説明する。
　まず、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号Ｆｉが供給される。
　ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号Ｆｉが供給されると第５トランジスタＴ５がタ
ーンオフされ、画素ＰＸＬは非発光状態に設定される。
　次に（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－１）に第１走査信号Ｇ１（ｉ－１）が供給
され、同時にｉ番目の第２走査線Ｓ２ｉに第２走査信号Ｇ２ｉが供給される。
　これにより第３トランジスタＴ３及び第４トランジスタＴ４がターンオンする。
【００７４】
　第４トランジスタＴ４がターンオンすると、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が有機発光ダイ
オードＯＬＥＤのアノード電極に供給される。
　また、第３トランジスタＴ３及び第４トランジスタＴ４が同時にターンオンすることに
よって初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が第６トランジスタＴ６を経由して第１ノードＮ１に供
給される。
　そうすると、第１ノードＮ１は、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化される。
　この時、第３トランジスタＴ３は、ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに第１走査信号Ｇ１ｉが
供給されるまでターンオン状態を維持する。
【００７５】
　次に、（ｉ＋１）番目の発光制御線Ｅ（ｉ＋１）に発光制御信号Ｆ（ｉ＋１）が供給さ
れ、ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに第１走査信号Ｇ１ｉが供給される。
　発光制御信号Ｆ（ｉ＋１）が供給されると第６トランジスタＴ６がターンオフされ、第
６トランジスタＴ６がターンオフ状態を維持する間、第１走査信号Ｇ１ｉが供給されて第
２トランジスタＴ２がターンオンする。
　第２トランジスタＴ２がターンオンすると、ｊ番目のデータ線Ｄｊからのデータ信号が
第１トランジスタＴ１の第１電極に供給される。
　また、第３トランジスタＴ３がターンオン状態を維持することによって第１トランジス
タＴ１がダイオードの形態で接続される。
　この時、第１ノードＮ１がデータ信号よりも低い初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化さ
れたため、第１トランジスタＴ１がターンオンされる。
　第１トランジスタＴ１がターンオンすると、データ信号から第１トランジスタＴ１のし
きい電圧を差し引いた電圧が第１ノードＮ１に印加される。
【００７６】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１ノードＮ１に印加されたデータ信号及び第１トラ
ンジスタＴ１のしきい電圧に対応する電圧を貯蔵する。
　以後、ｉ番目の発光制御信号Ｆｉ及び（ｉ＋１）番目の発光制御信号Ｆ（ｉ＋１）の供
給が順次に中断される。
　ｉ番目の発光制御信号Ｆｉの供給が中断されると、第５トランジスタＴ５がターンオン
され、（ｉ＋１）番目の発光制御信号Ｆ（ｉ＋１）の供給が中断されると第６トランジス
タＴ６がターンオンする。
　そうすると、第１電源ＥＬＶＤＤから第５トランジスタＴ５、第１トランジスタＴ１、
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第６トランジスタＴ６、及び有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳ
に続く電流経路が形成される。
　この時、第１トランジスタＴ１は、第１ノードＮ１の電圧に対応して第１電源ＥＬＶＤ
Ｄから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御
する。
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第１トランジスタＴ１から供給される電流量に対応し
て所定の輝度の光を生成する。
【００７７】
　図６は、本発明の他の実施形態による表示装置の構成を概略的に示すブロック図である
。
　図６では上述した実施形態（例えば図１に示した表示装置）と比較して変更された部分
を中心に説明を進め、上述した実施形態と重複する部分については説明を省略する。
　図６を参照すると、本発明の他の実施形態による表示装置は、画素部１００、走査駆動
部２１０ａ、発光駆動部２２０、データ駆動部２３０、及びタイミング制御部２５０を含
む。
【００７８】
　すなわち、図１に示した表示装置とは異なり、画素部１００は、データ線（Ｄ１～Ｄｍ
）、走査線（Ｓ１１～Ｓ１ｎ）、及び発光制御線（Ｅ１～Ｅｎ）と接続される複数の画素
ＰＸＬを含む。
　一方、図６では、画素ＰＸＬがそれぞれ一つの第１走査線（Ｓ１１～Ｓ１ｎ）、一つの
データ線（Ｄ１～Ｄｍ）、及び一つの発光制御線（Ｅ１～Ｅｎ）に接続されるものとして
示したが、本発明はこれに限定されない。
　換言すると、画素ＰＸＬの回路構造に対応して画素ＰＸＬに接続される第１走査線（Ｓ
１１～Ｓ１ｎ）の数は複数でもよく、発光制御線（Ｅ１～Ｅｎ）の数も複数でもよい。
【００７９】
　また、場合により画素ＰＸＬは、第１走査線（Ｓ１１～Ｓ１ｎ）及びデータ線（Ｄ１～
Ｄｍ）にのみ接続されてもよい。
　この場合、発光制御線（Ｅ１～Ｅｎ）及び発光制御線（Ｅ１～Ｅｎ）を駆動するための
発光駆動部２２０は除去される。
【００８０】
　図７は、図６に示した画素の一実施形態を示す回路図である。
　図７では説明の便宜性のために、ｉ番目の水平ラインに位置し、ｊ番目のデータ線Ｄｊ
と接続された画素ＰＸＬを示す。
　また、図７では上述した実施形態（例えば図２に示した画素回路３１０）と比較して変
更された部分を中心に説明を進め、上述した実施形態と重複する部分については説明を省
略する。
【００８１】
　図７を参照すると、本発明の一実施形態による画素ＰＸＬは、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素回路３４
０を含む。
　画素回路３４０は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するために
、第１トランジスタＴ１～第７トランジスタＴ７、及びストレージキャパシタＣｓｔを具
備する。
【００８２】
　第７トランジスタＴ７は、初期化電源Ｖｉｎｔと有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノー
ド電極との間に接続される。
　そして、第７トランジスタＴ７のゲート電極は、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ
－１）に接続される。
　第７トランジスタＴ７は、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－１）に第１走査信号
が供給された時にターンオンされて、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧を有機発光ダイオードＯ
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ＬＥＤのアノード電極に供給する。
【００８３】
　第６トランジスタＴ６は、第１トランジスタＴ１と有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間
に接続される。
　そして、第６トランジスタＴ６のゲート電極は、（ｉ＋１）番目の発光制御線Ｅ（ｉ＋
１）に接続される。
　第６トランジスタＴ６は、（ｉ＋１）番目の発光制御線Ｅ（ｉ＋１）に発光制御信号が
供給された時にターンオフされ、その他の場合にターンオンされる。
【００８４】
　第５トランジスタＴ５は、第１電源ＥＬＶＤＤと第１トランジスタＴ１との間に接続さ
れる。
　そして、第５トランジスタＴ５のゲート電極は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに接続される
。
　第５トランジスタＴ５は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号が供給された時にタ
ーンオフされ、その他の場合にターンオンされる。
【００８５】
　第１トランジスタＴ１の第１電極は、第５トランジスタＴ５を経由して第１電源ＥＬＶ
ＤＤに接続され、第２電極は、第６トランジスタＴ６を経由して有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤのアノードに接続される。
　そして、第１トランジスタＴ１のゲート電極は、第１ノードＮ１に接続される。
　第１トランジスタＴ１は、第１ノードＮ１の電圧に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから
有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。
【００８６】
　第３トランジスタＴ３は、第１トランジスタＴ１の第２電極と第１ノードＮ１との間に
接続される。
　具体的には、第３トランジスタＴ３の第１電極は、第１ノードＮ１に接続され、第３ト
ランジスタＴ３の第２電極は、第１トランジスタＴ１の第２電極に接続される。
　第２トランジスタＴ２及び第３トランジスタＴ３が同時にターンオンすると、ｊ番目の
データ線Ｄｊからのデータ信号が第１トランジスタＴ１の第２電極に供給される。
【００８７】
　第４トランジスタＴ４は、第１トランジスタＴ１の第２電極（又は第３トランジスタＴ
３の第２電極）と第１ノードＮ１の間に接続される。
　具体的には、第４トランジスタＴ４の第１電極は、第１ノードＮ１と接続され、第４ト
ランジスタＴ４の第２電極は、第１トランジスタＴ１の第２電極と接続される。
　そして、第４トランジスタＴ４のゲート電極は、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ
－１）に接続される。
　第４トランジスタＴ４は、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－１）に第１走査信号
が供給された時にターンオンされ、第４トランジスタＴ４、第６トランジスタＴ６、及び
第７トランジスタＴ７が同時にターンオンすると、第１ノードＮ１に初期化電源Ｖｉｎｔ
の電圧が供給される。
【００８８】
　第２トランジスタＴ２は、ｊ番目のデータ線Ｄｊと第１トランジスタＴ１の第１電極と
の間に接続される。
　そして、第２トランジスタＴ２のゲート電極は、ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに接続され
る。
　第２トランジスタＴ２は、ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに第１走査信号が供給された時に
ターンオンされて、ｊ番目のデータ線Ｄｊと第１トランジスタＴ１の第１電極を電気的に
接続させる。
【００８９】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１との間に接続さ
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れる。
　ストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号及び第１トランジスタＴ１のしきい電圧に
対応する電圧を貯蔵する。
【００９０】
　図８は、図６に示した駆動部から出力される信号の出力タイミングを説明するための波
形図である。
　図８では上述した実施形態（例えば図３に示した波形図）と比較して変更された部分を
中心に説明を進め、上述した実施形態と重複する部分については説明を省略する。
　図８を参照すると、第１走査信号（Ｇ１１～Ｇ１ｎ）が順次に出力される。
　それぞれの第１走査信号（Ｇ１１～Ｇ１ｎ）は、同じ幅を有する。
　また、発光制御信号（Ｆ１～Ｆｎ）が順次に出力される。
　それぞれの発光制御信号（Ｆ１～Ｆｎ）は同じ幅を有する。
　この時、発光制御信号（Ｆ１～Ｆｎ）の幅は、第１走査信号（Ｇ１１～Ｇ１ｎ）の幅よ
り大きくてもよい。
　また、いずれか一つの発光制御信号Ｆｉは、いずれか一つの第１走査信号Ｇ１ｉと重な
るように供給される。
【００９１】
　以下では、図７及び図８を参照して図７に示した画素ＰＸＬの駆動方法を説明する。
　一方、上述した実施形態（例えば、図２及び図３を参照した画素ＰＸＬの駆動方法）と
比較して変更された部分を中心に説明を進め、上述した実施形態と重複する部分について
は説明を省略する。
【００９２】
　まず、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号Ｆｉが供給される。
　ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号Ｆｉが供給されると第５トランジスタＴ５がタ
ーンオフされる。
　この時、画素ＰＸＬは非発光状態に設定される。
　以後、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－１）に第１走査信号Ｇ１（ｉ－１）が供
給される。
　これにより、第４トランジスタＴ４及び第７トランジスタＴ７がターンオンする。
　この時、（ｉ＋１）番目の発光制御線Ｅ（ｉ＋１）に発光制御信号Ｆ（ｉ＋１）が供給
される前であるから、第４トランジスタＴ４及び第７トランジスタＴ７と共に、第６トラ
ンジスタＴ６は同時にターンオン状態を維持する。
【００９３】
　第７トランジスタＴ７がターンオンすると、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が有機発光ダイ
オードＯＬＥＤのアノード電極に供給される。
　したがって、有機発光ダイオードＯＬＥＤに寄生的に形成された寄生キャパシタが放電
され、これに伴い、ブラック表現能力を向上させることができる。
　また、第４トランジスタＴ４、第６トランジスタＴ６、及び第７トランジスタＴ７が同
時にターンオンすると、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が、第４トランジスタＴ４、第６トラ
ンジスタＴ６、及び第７トランジスタＴ７を経由して第１ノードＮ１に供給される。
　そうすると、第１ノードＮ１は、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化される。
【００９４】
　第１ノードＮ１が初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化されると、ｉ番目の第１走査線Ｓ
１ｉに第１走査信号Ｇ１ｉが供給される。
　ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに第１走査信号Ｇ１ｉが供給されると、第２トランジスタＴ
２及び第３トランジスタＴ３がターンオンする。
　第３トランジスタＴ３がターンオンすると、第１トランジスタＴ１がダイオードの形態
で接続される。
　第２トランジスタＴ２がターンオンすると、ｊ番目のデータ線Ｄｊからのデータ信号が
第１トランジスタＴ１の第１電極に供給される。
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　この時、第１ノードＮ１がデータ信号よりも低い初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化さ
れたため、第１トランジスタＴ１がターンオンされる。
　第１トランジスタＴ１がターンオンすると、データ信号から第１トランジスタＴ１のし
きい電圧を差し引いた電圧が第１ノードＮ１に印加される。
【００９５】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１ノードＮ１に印加されたデータ信号及び第１トラ
ンジスタＴ１のしきい電圧に対応する電圧を貯蔵する。
　以後、ｉ番目の発光制御信号Ｆｉ及び（ｉ＋１）番目の発光制御信号Ｆ（ｉ＋１）の供
給が順次に中断される。
　ｉ番目の発光制御信号Ｆｉの供給が中断されると第５トランジスタＴ５がターンオンさ
れ、（ｉ＋１）番目の発光制御信号Ｆ（ｉ＋１）の供給が中断されると第６トランジスタ
Ｔ６がターンオンする。
　そうすると、第１電源ＥＬＶＤＤから第５トランジスタＴ５、第１トランジスタＴ１、
第６トランジスタＴ６、及び有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳ
に続く電流経路が形成される。
　この時、第１トランジスタＴ１は、第１ノードＮ１の電圧に対応して第１電源ＥＬＶＤ
Ｄから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御
する。
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第１トランジスタＴ１から供給される電流量に対応し
て所定の輝度の光を生成する。
【００９６】
　図９は、図６に示した画素の他の実施形態を示す回路図である。
　図９では説明の便宜性のために、ｉ番目の水平ラインに位置し、ｊ番目のデータ線Ｄｊ
と接続された画素ＰＸＬを示す。
　また、図９では上述した実施形態（例えば図７に示した画素回路３４０）と比較して変
更された部分を中心に説明を進め、上述した実施形態と重複する部分については説明を省
略する。
　これに伴い、ここでは第６トランジスタを中心に説明を進行する。
【００９７】
　図９を参照すると、本発明の他の実施形態による画素ＰＸＬは、有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素回路３
５０を含む。
　画素回路３５０は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するために
、第１トランジスタＴ１～第７トランジスタＴ７、及びストレージキャパシタＣｓｔを具
備する。
【００９８】
　特に、第６トランジスタＴ６は、第１トランジスタＴ１と有機発光ダイオードＯＬＥＤ
との間に接続される。
　具体的には、第６トランジスタＴ６の第１電極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノ
ード電極、第４トランジスタＴ４の第２電極、及び第７トランジスタＴ７の共通ノードに
接続され、第６トランジスタＴ６の第２電極は第１トランジスタＴ１の第２電極（又は第
３トランジスタＴ３の第２電極）に接続される。
　そして、第６トランジスタＴ６のゲート電極は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに接続される
。
　第６トランジスタＴ６は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号が供給された時にタ
ーンオフされ、その他の場合にターンオンされる。
【００９９】
　以下では図８も参照して、図９に示した本発明の他の実施形態による画素の駆動方法を
説明する。
　特に、上述した実施形態（例えば図７に示した画素の駆動方法）と比較して変更された
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部分を中心に説明を進め、重複する部分については説明を省略する。
　まず、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号Ｆｉが供給される。
　ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号Ｆｉが供給されると第５トランジスタＴ５及び
第６トランジスタＴ６がターンオフされ、画素ＰＸＬは非発光状態に設定される。
【０１００】
　次に（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－１）に第１走査信号Ｇ１（ｉ－１）が供給
される。
　これにより第４トランジスタＴ４及び第７トランジスタＴ７がターンオンする。
　第７トランジスタＴ７がターンオンすると、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が有機発光ダイ
オードＯＬＥＤのアノード電極に供給される。
　また、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が第７トランジスタＴ７及び第４トランジスタＴ４を
経由して第１ノードＮ１に供給される。
【０１０１】
　第１ノードＮ１が初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化されると、ｉ番目の第１走査線Ｓ
１ｉに第１走査信号Ｇ１ｉが供給される。
　ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに第１走査信号Ｇ１ｉが供給されると、第２トランジスタＴ
２及び第３トランジスタＴ３がターンオンする。
　すなわち、データ信号から第１トランジスタＴ１のしきい電圧を差し引いた電圧が第１
ノードＮ１に印加される。
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１ノードＮ１に印加されたデータ信号及び第１トラ
ンジスタＴ１のしきい電圧に対応する電圧を貯蔵する。
　以後、ｉ番目の発光制御信号Ｆｉの供給が中断され、第５トランジスタＴ５及び第６ト
ランジスタＴ６がターンオンする。
　そうすると、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第１トランジスタＴ１から供給される電
流量に対応して所定の輝度の光を生成する。
【０１０２】
　図１０は、図６に示した画素のさらに他の実施形態を示す回路図である。
　図１０では説明の便宜性のために、ｉ番目の水平ラインに位置し、ｊ番目のデータ線Ｄ
ｊと接続された画素ＰＸＬを示す。
　また、図１０では上述した実施形態（例えば、図７に図示された画素回路３４０）と比
較して変更された部分を中心に説明を進め、上述した実施形態と重複する部分については
説明を省略する。
　これに伴い、ここでは第６トランジスタ～第８トランジスタを中心に説明を進行する。
【０１０３】
　図１０を参照すると、本発明のさらに他の実施形態による画素ＰＸＬは、有機発光ダイ
オードＯＬＥＤと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画
素回路３６０を含む。
　画素回路３６０は、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するために
、第１トランジスタＴ１～第８トランジスタＴ８、及びストレージキャパシタＣｓｔを具
備する。
【０１０４】
　第８トランジスタＴ８は、第１トランジスタＴ１の第２電極と初期化電源Ｖｉｎｔとの
間に接続される。
　具体的には、第８トランジスタＴ８の第１電極は、第１トランジスタＴ１の第２電極（
又は第３トランジスタＴ３の第２電極や第４トランジスタＴ４の第２電極）に接続され、
第８トランジスタＴ８の第２電極は、初期化電源Ｖｉｎｔを供給する電源線に接続される
。
　そして、第８トランジスタＴ８のゲート電極は、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ
－１）に接続される。
　第８トランジスタＴ８は、（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－１）に第１走査信号
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が供給された時にターンオンされ、その他の場合にターンオフされる。
【０１０５】
　次に、第７トランジスタＴ７は、初期化電源Ｖｉｎｔと有機発光ダイオードＯＬＥＤと
の間に接続される。
　具体的には、第７トランジスタＴ７の第１電極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノ
ード電極と接続され、第７トランジスタＴ７の第２電極は初期化電源Ｖｉｎｔを供給する
電源線と接続される。
　そして、第７トランジスタＴ７のゲート電極は、（ｉ＋１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ
＋１）に接続される。
　第７トランジスタＴ７は、（ｉ＋１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ＋１）に第１走査信号
が供給された時にターンオンされ、その他の場合にターンオフされる。
【０１０６】
　第６トランジスタＴ６は、第１トランジスタＴ１と有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間
に接続される。
　具体的には、第６トランジスタＴ６の第１電極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノ
ード電極に接続され、第６トランジスタＴ６の第２電極は第１トランジスタＴ１の第２電
極（又は第３トランジスタＴ３の第２電極、第４トランジスタＴ４の第２電極及び第８ト
ランジスタＴ８の共通ノード）に接続される。
　そして、第６トランジスタＴ６のゲート電極は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに接続される
。
　第６トランジスタＴ６は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号が供給された時にタ
ーンオフされ、その他の場合にターンオンされる。
【０１０７】
　以下では図８も参照して、図１０に示した本発明のさらに他の実施形態による画素の駆
動方法を説明する。
　特に、上述した実施形態（例えば図７に示した画素の駆動方法）と比較して変更された
部分を中心に説明を進め、重複する部分については説明を省略する。
　まず、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号Ｆｉが供給される。
　ｉ番目の発光制御線Ｅｉに発光制御信号Ｆｉが供給されると第５トランジスタＴ５及び
第６トランジスタＴ６がターンオフされ、画素ＰＸＬは非発光状態に設定される。
【０１０８】
　次に（ｉ－１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ－１）に第１走査信号Ｇ１（ｉ－１）が供給
される。
　これにより第４トランジスタＴ４及び第８トランジスタＴ８がターンオンする。
　第４トランジスタＴ４及び第８トランジスタＴ８が同時にターンオンすると、初期化電
源Ｖｉｎｔの電圧が、第８トランジスタＴ８及び第４トランジスタＴ４を経由して第１ノ
ードＮ１に供給される。
　第１ノードＮ１が初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化されると、ｉ番目の第１走査線Ｓ
１ｉに第１走査信号Ｇ１ｉが供給される。
　ｉ番目の第１走査線Ｓ１ｉに第１走査信号Ｇ１ｉが供給されると、第２トランジスタＴ
２及び第３トランジスタＴ３がターンオンする。
　すなわち、データ信号から第１トランジスタＴ１のしきい電圧を差し引いた電圧が第１
ノードＮ１に印加される。
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１ノードＮ１に印加されたデータ信号及び第１トラ
ンジスタＴ１のしきい電圧に対応する電圧を貯蔵する。
【０１０９】
　次に、（ｉ＋１）番目の第１走査線Ｓ１（ｉ＋１）で第１走査信号Ｇ１（ｉ＋１）が供
給され、これに伴い、第７トランジスタＴ７がターンオンする。
　第７トランジスタＴ７がターンオンすると、初期化電源Ｖｉｎｔの電圧が有機発光ダイ
オードＯＬＥＤのアノード電極に供給される。
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　以後、ｉ番目の発光制御信号Ｆｉの供給が中断され、第５トランジスタＴ５及び第６ト
ランジスタＴ６がターンオンする。
　そうすると、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第１トランジスタＴ１から供給される電
流量に対応して所定の輝度の光を生成する。
【０１１０】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
【０１１１】
　１００　　画素部
　２１０ａ、２１０ｂ　　（第１、第２）走査駆動部
　２２０　　発光駆動部
　２３０　　データ駆動部
　２５０　　タイミング制御部
　３１０、３２０、３３０、３４０、３５０、３６０　　画素回路
　ＯＬＥＤ　　有機発光ダイオード
　ＰＸＬ　　画素
 

 

【図１】 【図２】
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